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学校評議員

１　今年度の最終評価について
（１）学習指導
　　・読書習慣定着と落ち着いた気持で授業を開始するためにも朝読
    書の時間が大切。時間を増やせことができないものか。

（２）生徒指導
    ・みだしなみ指導において最終合格できない意識の低い生徒がい
    ることが残念。

    ・交通事故０件は素晴らしい。

　　・より良い校則改革に期待する。
　
（３）進路指導
　　・就職・進学において頼もしい成果を上げていただいた。ただ、
    吉田中学校からの進学者が少ない。

（４）人権・同和教育
　　・いじめを許さない態度を育てる項目の評価Cが気になる。

（５）学校行事・部活動等
　　・高校の文化祭と吉田町の秋祭りが同日に開催されている件につ
    いて、文化祭を別日に開催することは出来ないだろうか。

　　・部活動をよく頑張っている。生徒の活躍によって、地域全体が
    盛り上がる。地域がバックアップもしたい。

２　情報発信・交流活動について
　・保護者への連絡がしっかりと伝わらない現実に対し、中学校でも
  苦慮している。

  ・ホームページの内容は多岐にわたり充実しており関心している。

　・地域と学校が様々な場面で交流ができて良かった。

　・防災教育での取組が大変充実していて地域としても頼もしく感じ
  る。

　・ボランティア活動に関する活動評価がDになっているのが気にな
  る。

・伝達事項が保護者に伝わらないという課題もあ
るため、伝達方法も含めた朝読書の時間確保を検
討しなければならない。

・生徒の状況は落ち着いており、学校行事におい
てもよい表情で取り組んでいる。ただ、少数の生
徒に規範意識の低さを感じている。それらの生徒
にも真摯に向き合いながら指導を継続していく。

・校則の検討を始めており、生徒会を中心に教員
との議論を深める過程を十分にとる。

・高く評価していただいた状況を維持しながら、
さらに生徒の希望に合った進路実現を叶える。こ
のことで、入学希望者の増加も目指す。

・いじめの見逃しをなくすために、軽微な案件に
ついても認定している。見逃しゼロを目指す。

・来年度の文化祭実施は11月２日に実施する。

・部活動において支援していただける方を紹介し
ていただけるように、連携を図る。

・情報発信を、学校の実態を地域に確認してもら
うことで、地域資源からの多角的な支援体制の確
立を図るための手段と捉える。

・有効な情報を生み出すための教育力を上げる。

・ホームページ掲載内容のバランスのチェックを
定期的に実施する。

・ボランティア活動の案内の強化はもとより、生
徒の自主的なボランティアセンターへの登録を促
すなど、主体的な姿勢を育む。

・学校生活全般において、防災意識を高める内容
を盛り込むなど、学校における防災意識のフェー
ズフリー化を進める。
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